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１．はじめに
　本県における実エンドウの主要品種である
「きしゅううすい」は、ハウス促成栽培で草丈
が４～５mにもなり、誘引や収穫の際に脚立が
必要となる作業負担の大きい品種です。そこで、
節間及び草丈を短くした実エンドウの品種を育
成しています。今回は交配育種で得られた有望
系統「No.4-83-3-2」を「きしゅううすい」と比
較して、紹介します。

２．試験方法
供試系統：「No.4-83-3-2」（F８世代）
対照品種：「きしゅううすい」
耕種概要：播種日：2013年９月20日、うね幅：
150cm、株間：10cm、１条、１穴２粒まき
（１株に間引き）、主枝一本仕立て、ガラス温
室栽培、最低気温５℃、電照処理（10月３日か
ら10月15日まで終夜照明）

３．試験結果
⑴早晩性
　「No.4-83-3-2」の開花始め日は10月28日とな
り、「きしゅううすい」とほぼ同時期となりま
した（データ省略）。
⑵莢の形状と特性及び青実
　「No.4-83-3-2」は「きしゅううすい」よりそ
り莢率が低く、やや短く薄い莢でしたが、１莢
青実重が重く、青実歩留りが高くなりました
（表１）。また、「No.4-83-3-2」の青実の１粒
重は0.67gで、「きしゅううすい」の0.59gより
重くなりました。

⑶節数、草丈及び節間長
　「No.4-83-3-2」の節数は「きしゅううすい」
とほぼ同じで、草丈及び節間長はほぼ半分にな
りました（表２）。

⑷収量とＬ莢収量
　「No.4-83-3-2」の総収量は「きしゅううす
い」より約10%少なくなりましたが、L莢総収
量は1405kg/10a、L莢率は52.1%と、「きしゅ
ううすい」より高くなりました（図１）。

４．まとめ
　「No.4-83-3-2」の節間長と草丈は「きしゅう
うすい」のほぼ半分で、総収量は約10%少ない
ですが、青実が重く、L莢総収量が多い特徴が
あることがわかりました。
　　　　　　　　　　 （育種部　小谷 泰之）
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表1　供試品種・系統の莢の形状と特性

表２　供試品種・系統の節数、草丈及び節間長

図1　供試品種・系統の月別及び総収量
　　　調査は2014年4月30日まで


